
 

 

 

図書館通信 
最上校図書委員会 №２２ １月９日 

最優秀賞：3年 3番 加藤さくら 

題名「この夏の星を見る」を読んで 

書名『この夏の星を見る』 辻村深月著 

優秀賞 ：1年 13番 柴﨑凛香 

題名「今のうちに」  

書名『グレタ たったひとりのストライキ』  

グレタ＆スヴァンテ・トゥーンベリ著 

2年 6番 髙橋理央 

題名「障害者と向き合おうとする心」  

書名『障害者ってだれのこと？』  

荒井裕樹著 

佳 作 ：1年 2番 井上響加 

      題名「大切な命」 

      書名『犬たちをおくる日』 今西乃子著 

1年 6番小埜恋歌 

題名「藍色ちくちく魔女の菱刺し工房」 

   の本を読んで 

書名『藍色ちくちく魔女の菱刺し工房』  

髙森美由紀著 

1年 9番 片山萌佳 

題名「生きているということ」 

書名『死神の助手はじめました。』 旭晴人著 

  

 

 

 

 

 

新年あけまして 
おめでとう 
ございます 

 

お楽しみ福袋への参加 

お待ちしています 

オススメの本「お楽しみ福袋」貸出 

1 月 1５日（月）～ なくなり次第、修了です。 
1袋、2冊、20組を用意しています。 

ジャンルや作家に好みがあると思いますが、人に 

すすめられた本を読んでみるのも面白いと思います。 

図書委員がオススメの本を厳選して用意しました。 

どんな本が入っているかは、借りてからのお楽しみ！ 

ぜひ、図書館へ！！ 

 

  

 

 



 

直木三十五賞候補作品 

加藤シゲアキ『なれのはて』（2回目） 

河崎 秋子 『ともぐい』（2回目） 

嶋津  輝 『襷（たすき）がけの二人』（初） 

万城目 学 『八月の御所グラウンド』（6回目） 

宮内 悠介 『ラウリ・クースクを探して』（4回目） 

村木  嵐 『まいまいつぶろ』（初） 

 

 

 

新庄北高最上校図書館１月開放カレンダー 
１月図書館企画 BOOK OF THE YEAR 2023特集 
        第 170回芥川賞・直木賞後期特集 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ 

元日 

２ 

冬季休業 

3 

冬季休業 

4 

冬季休業 

5 

冬季休業 

6 

7 ８ 

成人の日 

○9  

始業式 
○10  

11 12 13 

14 15 ○16  ○17  18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 

 

29 

3年学年末試験 

○30  

3年学年末試験 

○31  

3年学年末試験 

   

※○数字の日が開放日です 

 

 

1月 12日 

発 売 

1月 17日 

発 売 

 

新年、最新刊を読もう！ 第 170回 芥川賞・直木賞候補作決定！ 

※誰が受賞するか、予想してみませんか？ 

※1月 1７日（水）に決定します。 

芥川龍之介賞候補作品 

安堂 ホセ 『迷彩色の男』（2回目） 

川野 芽生 『Blue（ブルー）』（初） 

九段 理江 『東京都同情塔』（2回目） 

小砂川チト 『猿の戴冠式』（2回目） 

三木 三奈 『アイスネルワイゼン』（2回目） 

『人間標本』 湊かなえ著 

人間も一番美しい時に標本にできればいいのにな。 

『嘘をついたのは、初めてだった』 

書き出しの一行は全員「嘘をついたのは、初めてだった」。 

でもそこからあとは、十人十色、二十九人二十九色。 

『17歳のビオトープ』 清水晴木著 

謎多き校務員と悩みを抱える 4 人の高校生が織りなす物語。 

『無敵の犬の夜』 小泉綾子著 

北九州の片田舎で暮らす中学生が、東京のラッパーを倒しに 

カチコミへ向かうという破格の青春爆走劇。 

『ツミデミック』 一穂ミチ著 

渦中の人間の有様を描き取った、心震える全6話。 

『きこえる』 道尾秀介著 

作中の様々なタイミングで二次元コードが登場し、コードを読み 

取り、音声を再生することにより小説世界へ深く入り込むことができます。 

 

 

 

 

 

 


